
Microsoftの
標準回復オプション



Microsoftは、Microsoft365の可用性が途絶えないようにすることで、ダウンタイ
ムのリスクを軽減するために非常に注意を払っていますが、データ損失のリス
クを軽減するものではありません。

Microsoftのデータ回復オプションは非常に限られています。具体的にどのような
オプションがあるのか確認することで強化ポイントが見えてきます。

• Microsoft365とは別システムでのデータ保管
• 静止点の作成
• 保存期間の延長
• 細やかなリストア

Microsoftの備える標準回復オプション



Microsoft ソリューション リカバリ機能 最大復元期限

SharePoint Online
ごみ箱

93日
第二段階ごみ箱

Exchange Online
削除されたアイテム 制限なし（設定可能）*1

復元可能なアイテム 最大30日 *2

OneDrive for Business
ごみ箱

93日
第二段階ごみ箱

1: ごみ箱

*1：デフォルト30日
*2：デフォルト14日

削除されるとアイテムはごみ箱に格納されます。ただし、復元期限を過ぎたも
のについては復元できなくなります。



OneDrive for Businessで、ドキュメントのバージョン管理機能がオンになって
いる場合、変更されたファイルごとに以前のバージョンを保持し、エンドユー
ザーは以前のバージョンのいずれかに復元することができます。

ただし、現在のバージョンが削除されるとドキュメントのすべてのバージョン
が削除されるため、これは意図しない削除や偶発的な削除からの保護にはなり
ません。

2: バージョン管理



Microsoftは SharePoint Onlineおよび OneDrive for Businessについて、12時間ご
とにサイトコレクションのバックアップを作成し、14日間保持していますが、
復元が必要な場合は、Microsoft 365サポートに連絡して復元してもらう必要が
あります。

また、単一のアイテム、ドキュメント、アセット、またはライブラリの復元に
は対応していません。復元するにはサイトコレクション全体の復元を行う必要
があります。

3: サイトコレクション



退職者の Exchange Onlineメールボックスと OneDrive for Businessのすべての
データは、アカウントが削除されると、30日後に完全に削除されます。この
データを将来の参照用に使用するには、バックアップするか他の場所に移動す
る必要があります。

アカウントが削除される前にインプレースホールドを構成することで、
Exchange Onlineメールボックスをより長期間保持できますが、Microsoft 365
E1やビジネススタンダードではオプション機能です。

+ 退職者のデータはどうすればいいの？



取得対象 機 能
Exchange Online メールおよびフォルダ構造、メール以外のアイテム

（カレンダー、連絡先、タスク、メモ）、アーカイブメー
ルボックス 共有メールボックスのバックアップ
同じ場所または別の場所への復元

OneDrive for
Business

アカウント、ファイル、フォルダのバックアップ
同じ場所または別の場所への復元

SharePoint 
Online

サイトコレクション、サブサイト、リスト、ファイルと
フォルダ、パーミッションのバックアップ
フルサイト、コンポーネントごとの復元、同じ場所ま
たは別の場所への復元

Teams ファイル、フォルダ構造、カレンダーのバックアップ
フルサイト、コンポーネントごとの復元、同じ場所へ
の復元

Barracuda Cloud-to-Cloud Backup は、Exchange Online、

OneDrive for Businessの完全バックアップはもちろん、従来難しかった

SharePoint Onlineのサブサイトやパーミッションのバックアップリストア

に対応しています。

Cloud Archiving Serviceを併用すれば
鉄壁なバックアップとアーカイブソリューションが

実現します
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